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船橋市生活

と健康を守る会

準備会が船橋市

に対して生活保

護の改善を求め

て要請を行いま

した。

要望項目は、

①生活保護世帯

に対応する相談員やケースワーカーを増やすこと、②エアコンの

電気代に充当する夏季加算の新設や冬季加算への市独自の上乗

せ、③扶助対象にない冠婚葬祭などの交際費を市として助成する

こと、④通院移送費の支給申請を促すなど万全を尽くすこと、⑤

毎年とされている「資産調査」はあくまでも自主的なものとする

こと、などです。この他、母子加算の廃止を止めるよう国に要請

することや憲法２５条にもとづく国民の権利であることを周知す

ることなども求めています。

市の担当者は、通院移送費について「前向きに検討したい」と

したものの、資産調査については「国や県の指導で通帳の閲覧を

行う」としてプライバシーに踏み込む回答を行いました。交際費

の支給について参加者から、「夫が急死したとき、喪服もなく、

花も棺に入れられなくて寂しい思いをした」との実態が出されま

した。

日
本
共
産
党
は
１
月
２
５
日
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
定
期
整
備
を
行
う
陸
上
自
衛
隊
木
更
津

駐
屯
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
駐
屯
地
内
で
２

番
目
に
大
き
な
格
納
庫
を
改
造
し
て
定
期
整

備
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
内
部
の
撮
影
は
禁
止

さ
れ
ま
し
た
。
格
納
庫
を
十
文
字
に
４
等
分

し
て
、
入
り
口
か
ら
左
手
奥
の
塗
装
ブ
ー
ス

だ
け
天
井
ま
で
囲
わ
れ
て
お
り
、
ダ
ク
ト
で

廃
棄
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
右
手

奥
と
手
前
左
右
の
ス
ペ
ー
ス
は
分
解
整
備
す

る
場
所
で
、
最
大
３
機
を
同
時
に
整
備
で
き

ま
す
。
こ
の
部
分
に
は
、
大
き
な
機
械
類
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
。

格
納
庫
の
前
面
に
は
、
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
火
工

事
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
２

機
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
置
け
ま
す
。

整
備
工
場
は
開
所
式
も
終
わ
り
本
格
的
な

整
備
が
始
ま
り
ま
す
が
、
住
民
の
不
安
は

ま
っ
た
く
消
え
て
い
ま
せ
ん
。
１
２
月
に
は

沖
縄
で
同
じ
日
の
同
時
刻
に
別
々
の
場
所
で

２
機
の
オ

ス
プ
レ
イ

が
事
故
を

起
こ
し
て

い
ま
す
。

事
故
の
検

証
も
や
ら

ず
オ
ス
プ

レ
イ
を
運

用
す
る
こ

と
な
ど
許

さ
れ
ま
せ

ん
。

日
本
共
産
党
の
斉
藤
和
子
衆
議
院

議
員
が
１
月
２
８
日
、
船
橋
駅
南
口

で
国
会
報
告
街
頭
演
説
を
行
い
、
「
平

和
と
暮
ら
し
を
守
り
、
安
倍
政
権
を

打
倒
す
る
た
め
、
総
選
挙
で
野
党
共

闘
の
前
進
と
日
本
共
産
党
を
躍
進
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
斉
藤
議
員
は
「
安
倍
政
権
は
、

戦
争
法
を
は
じ
め
、
年
金
カ
ッ
ト

法
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
承
認
、
カ
ジ
ノ
解
禁
法
な

ど
、
国
民
の
反
対
の
声
に
耳
を
貸
さ

ず
に
強
行
を
重
ね
た
」
と
厳
し
く
批

判
。
い
ま
の
国
会
で
も
、
安
倍
総
理

が
憲
法
改
悪
を
求
め
人
権
を
脅
か
す

「
共
謀
罪
」
の
創
設
に
意
欲
を
示
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
「
こ
ん
な

暴
走
は
許
さ
な
い
と
い
う
願
い
を
日
本
共
産
党
へ

と
託
し
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
街

頭
演
説
に
は
、
日
本
共
産
党
西
部
地
区
委
員
会
の

深
津
俊
郎
副
委
員
長
（
千
葉
４
区
）
や
船
橋
市
議

団
も
参
加
し
ま

し
た
。

駅
前
に
は
演

説
を
聞
き
に
１

０
０
人
ほ
ど
が

集
ま
り
、
通
り

か
か
っ
て
立
ち

止
ま
る
人
、
遠

く
か
ら
じ
っ
と

聞
き
入
る
人
な

ど
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。

日本共産党

の地域支部が飯

山満川の水害対

策で船橋市に要

請しました。

船橋市薬円台

から始まり、西

習志野から飯山

満を抜けて海老

川に合流する飯山満川は、これまで繰り返し氾濫し、周辺の住宅

に床上浸水などの被害を与えてきました。

今回の要望では、学校や公園に地下貯留槽を設置すること、窪

地には緊急にポンプの設置などを進めること、浸透桝などを市の

全額助成で設置すること、被災住宅への原状回復費用への助成制

度を作ること、住宅のかさ上げや自家用車の水没を防ぐ工事費へ

の助成制度を作ることなどです。

これまでも日本共産党は市に対策を求めてきましたが、逆流弁

の設置や水があふれないためのかさ上げなどが実現してきまし

た。今回の要請でも市の担当者は、新築住戸への浸透ますの設置

について指導強化を約束しました。

上の写真は、飯山満川の流れを直線化するための工事現場です

（県管理部分）。川幅に合わせてコンクリート板を埋め込み、その

間を掘削して川にしていきます。写真は、掘削前の状況。

船
橋
市
に
要
請
す
る
生
活
と
健
康
を
守
る

会
の
参
加
者
。

＝
１
月
２
７
日
・
船
橋
市
役
所
内

訴
え
る
斉
藤
和
子
衆
院
議
員
（
右
か
ら
２

人
目
）
と
深
津
俊
郎
副
委
員
長
（
右
）。

＝
１
月
２
８
日
・
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
南
口

蛇
行
す
る
飯
山
満
川
を
直
線
化
す
る
た
め

の
工
事
現
場
。＝

１
月
３
１
日
・
飯
山
満
町

オ
ス
プ
レ
イ
整
備
場
を
視
察
す
る
斉
藤
和
子

衆
院
議
員
（
右
か
ら
３
人
目
）
と
丸
山
慎
一

県
議
（
そ
の
左
）。

＝
１
月
２
５
日
・
木
更
津
駐
屯
地


